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新

秦

中

-

稔

中

秦
漢
の
頃
新
秦
中
と
呼
ば
れ
た
地
域
は
､

之
を

河
南
ノ

地
と

同

7
成
し
て
今
日
の
河
套
に
常
て
る
の
が
普
通
の
様
で
あ
も
o

例

へ
は
丁
評
の
狭
書
旬
奴
俸
地
理
考
詮
に
は
圃
匝

U
今

岡
摩

地
｡
携
柄
新
湊
仲
と
云
表

内
博
士
も
亦
同
警

あ
る
｡

(
料

諌
史
地
開

聞
津
勅
封
卿
聖

今
史
'

操
に
就
い
て
新
秦
中
の
語
を
求
め
て
見
る
と
'
史
記

の
旬
奴
健
の
元
警

年
の
修
に
(謂

桐
畑
樽
)

･･･昆
郷
主
役
休
屠
王
.
並
将
其
衆
降
携
.
凡
川
寓
飴
人
.
戟

十
寓
.
誉

疋
狭
己
相
良
邪
.
釦

贋

枇
塵

附
属

益
少
胡

遠
.
従
閣
僚
負
民
.
虚
所
奪
旬
奴

阿
圃
馳

漸
庵
仲
.
以
貫

之
｡
而
臓
敵
地
以
西
戊
卒
牛
｡

と
見
え
'
史
記
の
平
準
書
'
漢
書
の
食
貨
志
に
も
此
に
粕
雷
す

る
記
事
が
有
る
が
'
唯
河
南
地
新
秦
中
を
朔
方
以
南
新
秦
中
に

作
っ
て
ゐ
る
の
が
注
意
さ
れ
る
｡

所
で
臣
讃
(
脚
消
音
語

)

は

田

明

秦
逐
旬
奴
以
取
囲
庸
座
｡
社
民
以
賛
之
｡
謂
之
斬
庵
｡

と
云
ひ
'
新
嚢
中
は
河
南

(郡
爾
多
斯
)
で
あ
る
と
説
い
て
ゐ

る
し
､
鷹
勘
は

秦
始
皇
遣
慕
情
壊
旬
奴
.

得
甚
阿
欄

鹿
鹿

(鰯
棚
願
)之
北

千
里
O
地
甚
好
.
於
是
鵠
築
城
郭
｡
社
民
充
之
.
名
目
卿
庵
｡

と
云
ひ
'
河
套
以
外
に
山
西
の
北
部
や
豪
産
の
一
部
を
も
加
へ

て
ゐ
る
が
'
河
套
以
東
に
荘
つ
て
は
秦
の
長
城
が
遭

･
燕
の
薯

を
襲
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は

一
般
に
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
通
り

で
あ
ら
う
か
ら
､
事
資
に
G
'い
て
は
新
春
は
矢
張
り
河
賓
に
他

な
ら
な
い
｡

し
か
る
に
'
此
と
異
な
る
見
解
を
持
し
て
ゐ
る
の
は
'
如
淳

(
岬

耶
鴨
併
)

で
･
新
秦
中
は
長
安
己
北
竜

富

商
の
地
で
あ

る
と
云
ふ
o
此
に
従
へ
ば
'
朔
方
は
ほ
ゞ
都
南
多
斯
右
翼
後
族

の
地
に
雷
る
か
ら
､
同
じ
河
套
(河
南
地
)
に
し
て
も
其
の
一
部

が
特
に
新
喪
中
と
呼
ば
れ
た
こ
と
に
な
ら
う
｡
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も
っ
と
も
如
淳
以
前
に
既
に
服
慶

(
競

鵬
は
博
)
も
同
じ
説

を
出
し
て
ゐ
る
が
'
唯
梢
詳
し
.-

(_新
顔
仲
)
地
名
.
審
北
地
O
旗
六
七
百
里
｡
厚

北
.
閲
妨

南
.
史
記
以
貧
秦
始
皇
遣
蒙
悟
逐
北
胡
o
得
肥
僕
之
地
七
百

里
｡
社
内
郡
人
民
｡
皆
往
充
貧
乏
.
戟
日
漸
庵
座
｡

と
讐

･
新
秦
中
が
北
地
郡

(
墨

酢

鮒
)

に
讐

た
こ
と

を
云
ふ
が
､
史
記
平
準
書
に
元
鼎
四
年
の
武
帝

の
郡
闘
巡
軒
の

こ
と
を
記
し
て
'

上
北
出
簡
蘭
.
従
数
寓
齢
.
猟
断
髄
庫
o
以
勤
連
兵
而
錆
.

麿
傑
伸
或
千
里
無
事
微
｡
於
是
訣
枇
鹿
太
守
以
下
0
両
令
民

得
畜
牧
連
館
｡

と
あ
る
の
を
見
れ
ば
新
秦
中
が
北
地
郡
に
屈
し
た
こ
と
は
疑
な

い
｡
薫
陶
は
甘
粛
省
柳
原
鯨
の
地
に
在
っ
た
も
の
で
'
北
方
は

寧
夏
､
西
方
は
蘭
州
に
向
ふ
岐
路
を
菰
す
る
地
鮎
で
あ
る
｡

始
皇
帝
の
寓
里
の
長
城
築
造
以
前
に
'
燕
や
超
に
放
け
る
例

に
讐

て
･
秦
で
も
昭

空

の
世
(
相
快
諾

?
)
に
其
の
隈
西

北
地

･
上
郡
の
北
蓮
に
長
城
を
設
け
て
胡
遠
に
燐

へ
た
こ
と
は

椙
炎
武
が
日
知
錬
(
讐

)
に
指

摘
し
て
以
君

知
の
喜

で
あ

る
が
､
此
の
長
城
は
嘩
初
旬
奴
が
再
び
南
下
し
て
来
た
時
代
に

は
故
河
南
基
と
呼
ば
れ
'
嗣
漢
を
隔
て
る

一
線
を
劃
し
た
も
の

で
､
帝
闇
が
比
の
塞
上
に
位
置
し
た
こ
と
は
'
そ
の
外
が
新
秦

中
と
呼
ば
れ
て
ゐ
た
こ
と
か
ら
丈
で
も
明
か
で
あ
り
'
事
貰
水

鮭
注
頚
に
は
柳
原
鯨
の
北
か
ら
西
南
に
及
ん
で
秦
の
長
城
の
遺

漆
が
存
し
た
こ
と
を
記
し
て
ゐ
る
｡
史
記
の
旬
奴
侍
に
は

(文
帝
十
四
年
)
O
旬
奴
畢
千
十
四
寓
騎
入
儲
廊
髄
廟
.
殺
此

地

郁

尉

邦

｡

と
見
え
'
朝
邦
は
甘
粛
省
平
涼
鯖
西
北
の
淵
と
も
云
払
'
史
記

孝
文
本
紀
前
引
文
下
の
正
義
に
は
朝
郵
葡
関
は
同

一
地
で
あ
る

と
も
云
ふ
が
､
兎
も
角
も
簡
閲
が
長
城
の
門
戸
と
し
て
旬
奴
の

侵
入
蹄
に
雷
つ
て
ゐ
た
銭
に
､
漢
で
は
朝
郷
に
北
地
郡
肘
を
配

し
て
北
連
の
警
備
に
雷
ら
し
め
て
ゐ
た
も
の
で
'
新
車
中
の
語

が
意
味
す
る
様
に
こ
れ
よ
り
北
は
塞
外
の
地
域
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
｡

此
の
地
域
が
秦
の
有
に
錆
し
た
の
は
勿
論
始
皇
帝
が
豪
情
を

し
て
旬
奴
を
蓬
は
し
め
た
時
の
こ
と
で
あ
る
が
'
其
の
頃
に
は

後
の
新
秦
中
は
何
と
呼
ば
れ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
か
｡
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史
記
の
始
皇
本
紀
三
十
三
年
の
保
を
見
る
と

西
北
斥
連
句
奴
0
日
豚
仲
鼓
河
以
東
.
届
之
牌
肋
.
以
夢

二

十
川
願
.
城
河
上
筑
塞
.
又
便
蒙
情
度
河
版
梅
園

胸
肋

此



仮
睡
｡
築
亭
障
以
逐
戎
人
｡
徒
語
草
之
初
願
｡

と
あ
る
が
､
此
の
輪
中
は
史
記
項
羽
本
紀
に
も
悟
が
檎
中
地
数

千
里
を
開
い
た
と
侍

へ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
｡
愉
中
の
所

春
に
就
い
て
は
徐
鹿
は
(
帥
曳
本
紀
三

桝
併
引

十

毒
)

砲
中
華
金
城
｡

と
云
品

慶
(
鯛
脚
脚
派
)

は
金
城
願
所
治
O
と
云
ひ
､
晋

供

に
甘
粛
省
蘭
州
附
近
に
普

て
1
ゐ
る
｡

し
か
る
に
反
之
し
て
蘇
林

(
鯛
開
脚
派
)

は

至

郡
.
と
云

払
､
等

節
(
認

諾

鮮
紅
)
も
防

州
梅
林
願
｡

(
禁

附
)

の
地

と
断
じ
て
を
る
の
で
両
誌
何
れ
か
誤
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

所
が
望

晶

理
志
金
城
郡
下
に
は
倫
中
願
(糾
鮒
那
名
)
ぁ
り
･

恐
ら
-
前
代
の
柄
呼
を
党
鳩
い
だ
も
の
と
思
は
れ
'
こ
の
瓢
よ

り
す
れ
ば
服
慶
の
詮
が
1F
し
い
楼
で
あ
る
が
'
前
記
始
皇
本
紀

三
十
三
年
の
記
事
に
注
意
し
議

道
元
(
鰍
篭

)
は

蘇
林
以
笈
愉
仲
在
上
郡
.
非
也
o
接
飴
皇
本
紀
o
西
北
連
句

奴
0
日
聴
牌
並
河
以
東
｡
屠
之
除
肋
.
然
俄
仲
春
倫
廃
棄
五

十
許
男
O

と
論
じ
て
ゐ
る
｡
稔
中
を
金
城
に
凝
り
と
す
れ
ば
始
め
て

西

北
逐
旬
奴
｡
自
酸
伸
鼓
河
以
東
｡
云
々
と
あ
る
句
の
意
味
が
生

き
て
来
る
の
で
､
史
記
六
図
年
表
第
三
｡
始
皇
ここ
十
三
年
の
僕

に
'西

北
取
戒
.
馬
凶
十
四
願
o
築
長
城
河
上
.蒙
情
婦
三
十
寓
.

(
触
発

馳
桝
甥

蒙
惜
)

と
見
え
る
の
も
同
じ
事
葦
を
指
し
た
も
の
で
稔
中
と
は
云
つ
七

ゐ
な
い
が
'
蒙
情
の
開
い
た
地
が
西
北
に
在
っ
た
こ
と
を
示
し

て
ゐ
る
｡
軒
道
元
の
所
論
は
蓋
し
至
常
で
あ
ら
う
｡

此
に
依
っ
て
稔
中
が
飯
の
金
城
郡
稔
中
森
即
ち
今
日
の
甘
粛

省
輪
中
願
の
地
な
る
こ
と
は
疑
な
-
'
従
っ
て
項
羽
本
紀
に
蒙

情
が
開
い
た
と
侍

へ
ら
れ
る
稔
中
敷
千
里
の
地
は
後
に
新
秦
甲

と
警

れ
た
葡
陶
(
附
相
即

西
北
)

の
外
に
し
て
蘭
州
東
北
の
黄

河
に
及
ぶ
地
域
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
｡
而
し
て
前

引
史
記
平
準
書
に
依
れ
ば
新
秦
中
は
北
地
太
守
の
管
下
に
置
か

れ
て
ゐ
た
の
で
あ
り
･
叉
関
東
の
貧
民
晶

方
㌫

雛

芸

)

以
南
新
秦
中
に
従
し
た
と
云
ふ
こ
と
が
見
え
る
の

で
あ

る
か

ら
'
稔
中
敷
千
里
地
も
し
-
は
新
秦
中
は
操
時
北
地
郡
の
北
境

を
な
し
た
寧
夏
省
塞
武
煤
の
地
方
凌
以
て
北
方
を
限
っ
た
も
の

ら
し
い
｡
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